
　
「
日
本
人
の
神
様
っ
て
〝
時
間
〟
だ
と
思
わ
な
い
？
」
と
、
大
学
時
代
に
サ
ー
ク
ル
室
で

哲
学
科
に
通
う
先
輩
が
言
い
ま
し
た
。初
め
は「
こ
の
人
は
何
を
言
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
？
」

と
思
っ
た
の
で
す
が
、「
だ
っ
て
、
一
番
〝
時
間
〟
を
優
先
す
る
じ
ゃ
な
い
？
時
間
通
り
に

い
か
な
か
っ
た
り
、
時
間
の
無
駄
と
か
期
限
切
れ
と
か
執
拗
に
怒
る
し
、
何
よ
り
も
一
番

に
時
間
に
従
う
で
し
ょ
。
お
金
も
そ
う
か
も
だ
け
ど
、
や
っ
ぱ
り
時
間
よ
。」
と
い
う
彼
女

の
意
見
を
聞
い
て
い
る
う
ち
に
、
な
ん
と
な
く
そ
ん
な
気
も
し
て
き
ま
し
た
。
人
の
善
悪

の
判
断
の
根
本
に
は
宗
教
的
価
値
観
ま
た
は
無
宗
教
的
倫
理
観
が
あ
る
と
漠
然
と
考
え
て

い
ま
し
た
が
、
日
本
で
は
宗
教
や
倫
理
と
い
う
よ
り
も
時
間
や
お
金
が
一
番
に
人
を
支
配

し
て
い
る
場
合
が
多
い
の
で
は
な
い
か
…
と
い
う
議
論
で
し
た
。
最
近
で
も
、
人
が
追
い

詰
め
ら
れ
た
結
果
に
よ
る
よ
う
な
悲
し
い
事
件
を
ニ
ュ
ー
ス
で
見
る
た
び
に
ふ
と
そ
の
先

輩
の
言
葉
を
思
い
出
し
ま
す
。

　

他
者
を
大
切
に
す
る
の
で
他
人
の
時
間
や
お
金
も
大
切
に
す
る
の
は
も
ち
ろ
ん
社
会
生

活
を
す
る
う
え
で
必
要
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
社
会
的
な
ル
ー
ル
を
一

番
大
切
な
指
標
と
し
て
日
常
を
過
ご
し
て
し
ま
っ
て
は
、
何
か
も
っ
と
大
切
な
も
の
が
見

過
ご
さ
れ
る
よ
う
な
気
も
し
ま
す
。

　

と
い
っ
て
も
染
み
つ
い
た
「
合
理
主
義
」
的
な
考
え
は
な
か
な
か
抜
け
ま
せ
ん
。
あ
る

と
き
、
イ
タ
リ
ア
で
友
人
た
ち
と
週
末
に
食
事
の
約
束
を
し
ま
し
た
。
ま
ず
は
友
人
Ａ
が

約
束
の
時
間
よ
り
遅
れ
て
我
が
家
に
迎
え
に
来
ま
し
た
。
そ
の
後
、
別
の
友
人
Ｂ
を
迎
え

に
行
き
ま
し
た
。
そ
し
て
次
は
別
の
友
人
Ｃ
を
、
な
ん
と
！
こ
ん
ど
は
私
の
家
の
方
角
に

戻
る
形
で
通
り
越
し
て
迎
え
に
行
き
ま
し
た
。
全
部
待
ち
合
わ
せ
時
間
な
ど
あ
っ
て
無
い

よ
う
な
も
の
で
、
急
ぐ
そ
ぶ
り
も
な
く
、
途
中
で
突
然
カ
フ
ェ
で
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
ん
だ
り

し
て
、
道
の
り
も
無
駄
だ
ら
け
…
。
割
と
時
間
に
ル
ー
ズ
な
私
も
だ
ん
だ
ん
イ
ラ
イ
ラ
と

し
て
、「
時
間
が
無
駄
だ
し
ガ
ソ
リ
ン
も
無
駄
。
最
初
に
考
え
て
合
理
的
に
回
っ
た
り
で
き

な
い
の
？
も
う
レ
ス
ト
ラ
ン
に
着
い
て
食
べ
て
い
て
も
い
い
時
間
じ
ゃ
な
い
！
」
と
言
っ

た
ら
「
君
は
何
が
目
的
な
の
？
」
と
逆
に
言
い
返
さ
れ
ま
し
た
。「
友
達
と
会
っ
て
一
緒
に

過
ご
す
の
が
目
的
な
の
に
、
な
ん
で
時
間
に
支
配
さ
れ
な
き
ゃ
い
け
な
い
ん
だ
。
時
間
や

道
順
な
ん
か
ど
う
で
も
い
い
。」
あ
ま
り
に
も
堂
々
と
言
わ
れ
、
私
も
思
わ
ず
唸
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
価
値
観
は
人
そ
れ
ぞ
れ
だ
し
私
は
順
応
性
の
あ
る
方
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た

が
、
そ
れ
で
も
万
人
に
共
通
す
る
と
思
っ
て
い
た
「
時
間
や
お
金
を
合
理
的
に
使
う
こ
と

が
正
義
だ
」
と
い
う
考
え
方
が
ガ
タ
ガ
タ
と
崩
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
先
輩
が
言
っ
て
い

た
「
時
間
が
神
様
」
の
言
葉
を
思
い
出
し
た
の
で
す
。
私
の
神
様
も
時
間
と
お
金
だ
っ
た

の
か
…
と
。

　

合
理
的
に
物
事
が
運
ん
だ
時
の
快
感
や
、
節
約
し
て
お
金
を
使
う
こ
と
の
大
切
さ
を
否

定
す
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
様
々
な
価
値
観
が
必
然
的
に
変
わ
っ
て
い
く
昨
今
、

そ
の
都
度
自
分
で
判
断
し
て
、
物
事
に
順
位
を
つ
け
て
行
動
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
な
場

面
が
多
く
な
る
と
思
い
ま
す
。
お
金
や
時
間
は
あ
く
ま
で
も
行
動
す
る
時
の
目
安
に
は
な

り
ま
す
が
、
大
切
な
も
の
は
目
に
見
え
な
い
、
時
間
が
か
か
る
、
お
金
も
か
か
る
も
の
な

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
私
が
感
動
し
た
り
怒
っ
た
り
悲
し
ん
だ
り
す
る
礎
と
な
る
も
の
は
、

時
間
や
お
金
で
は
な
く『
心
あ
る
神
様
』で
い
て
ほ
し
い
…
と
思
っ
て
い
ま
す
。　
　
（
橋
本
）

ノ
イ
エ
ス
だ
よ
り

ノ
イ
エ
ス
朝
日
（
朝
日
印
刷
工
業
株
式
会
社
）

群
馬
県
前
橋
市
元
総
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町
七
三
‐
五

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
０
２
７
・
２
５
５
・
３
４
３
４

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
０
２
７
・
２
５
５
・
３
４
３
５

http://w
w

w
.neues-asahi.jp

2022年1月28日    Vol.100

〒 371-0846 群馬県前橋市元総社町 67　http://www.asahi-p.co.jp

マ
ス
ク
着
用
と
手
指
の
消
毒
は
引
き
続
き
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ノ
イ
エ
ス
ふ
る
本
市
　 

　  

　
　
　
　
　 

〈
企
画
〉

会
期　
　

二
月
五
日（
土
）
～
十
三
日（
日
）

　
　
　
　

午
前
十
時
～
午
後
五
時

会
場　
　

ノ
イ
エ
ス
朝
日　

ス
ペ
ー
ス
１
・
２

ノ
イ
エ
ス
朝
日
〈
展
覧
会
〉
の
ご
案
内

綿
貫
哲
雄
作
陶
展
　
　
　  

　 

　  

〈
企
画
〉

　
　

―
目
を
挙
ぐ
―

会
期　
　

二
月
十
九
日（
土
）
～
二
十
七
日（
日
）

　
　
　
　

午
前
十
時
～
午
後
五
時
（
最
終
日
は
午
後
四
時
終
了
）

会
場　
　

ノ
イ
エ
ス
朝
日　

ス
ペ
ー
ス
１
・
２

図
書
リ
ス
ト
に
つ
い
て

今
回
の
ふ
る
本
市
は
案
内
状
は
あ
り
ま
せ
ん
。

図
書
リ
ス
ト
が
必
要
な
方
に
は
ノ
イ
エ
ス
朝
日
で
お
渡
し
す
る
か
、
ご
希
望

の
方
に
は
郵
送
い
た
し
ま
す
の
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

な
お
、
リ
ス
ト
内
に
は
す
で
に
販
売
済
に
な
っ
た
も
の
や
、
予
約
が
入
っ
た

も
の
も
あ
り
ま
す
。
在
庫
確
認
な
ど
の
ご
希
望
が
あ
る
場
合
も
お
時
間
が
か

か
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

ご
連
絡
は
展
覧
会
会
期
中
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

掛
川
孝
夫
展
　
　
　
　
　  

　 

　  

〈
企
画
〉

　

３
・
１
１　

交
叉
す
る
記
憶

会
期　
　

三
月
五
日（
土
）
～
十
三
日（
日
）

　
　
　
　

午
前
十
時
～
午
後
五
時

会
場　
　

ノ
イ
エ
ス
朝
日　

ス
ペ
ー
ス
１
・
２

予
告

－ 1 －

1
小
説
の
力
：
新
し
い
作
品
論
の
た
め
に
　
田
中 

実 

　
大
修
館
書
店
一
九
九
六

2

個
我
の
集
合
性
：
大
岡
昇
平
論
　
亀
井 

秀
雄 

　
講
談
社
一
九
七
七

3

わ
が
小
泉
八
雲
　
佃 

実
夫 

　
河
出
書
房
新
社
一
九
七
七

4

私
小
説
と
い
う
人
生
　
秋
山 

駿 

　
新
潮
社
二
〇
〇
六

5

日
本
語
　
実
用
の
面
　
中
野 

重
治 

　
筑
摩
書
房
一
九
七
六

6

文
学
・
人
間
・
社
会
　
中
野 

好
夫 

　
文
藝
春
秋
一
九
七
六

7

良
寛
ノ
ー
ト
　
大
場 

南
北 

　
仏
教
書
林
　
中
山
書
房
一
九
七
四

8

黄
昏
の
ダ
ン
デ
ィ
ズ
ム
　
村
松 

友
視 

　
佼
成
出
版
社
二
〇
〇
二

9

歴
史
と
文
学
の
旅
　
斎
藤
茂
吉
の
風
土
　
真
壁 

仁 

　
平
凡
社
一
九
七
五

10

戦
後
文
学
論
　
饗
場 

孝
男 

　
審
美
社
一
九
六
六

11

言
葉
の
棘
　
秋
山 

駿 

　
北
洋
社
一
九
七
五

12

語
ら
ず
、
歌
え
　
島
田 

雅
彦 

　
福
武
書
店
一
九
八
七

13

蝸
牛
庵
訪
問
記
：
露
伴
先
生
の
晩
年
　
小
林 

勇 

　
岩
波
書
店
一
九
五
六

14

地
下
水
道
　
井
上 

光
晴 

　
岩
波
書
店
一
九
八
七

15

漱
石
山
房
回
顧
・
そ
の
他
　
林
原 

耕
三 

　
桜
楓
社
一
九
七
四

16

谷
崎
文
学
の
愉
し
み
　
河
野 

多
惠
子 
　
中
央
公
論
社
一
九
九
三

17

金
子
光
晴
論
：
エ
ゴ
と
そ
の
エ
ロ
ス
　
新
谷 

行 
　
泰
流
社
一
九
七
七

18

金
子
光
晴
研
究
　
首
藤 

基
澄 

　
審
美
社
一
九
七
〇

19

今
、
こ
こ
か
ら
す
べ
て
の
場
所
へ
　
茂
木 

健
一
郎 

　
筑
摩
書
房
二
〇
〇
九

20

来
る
日
去
る
日
　
檀 

一
雄 

　
皆
美
社
一
九
七
二

21

発
想
の
周
辺
：
安
部
公
房
対
談
集
　
安
部 

公
房
ほ
か 

　
新
潮
社
一
九
七
四

22

河
出
文
藝
選
書
　
夏
目
漱
石
論
　
桶
谷 

秀
昭 

　
河
出
書
房
新
社
一
九
七
六

23

夏
目
漱
石
論
　
蓮
實 

重
彦 

　
青
土
社
一
九
七
八

24

毒
：
風
聞
・
田
中
正
造
　
立
松 

和
平 

　
東
京
書
籍
一
九
九
七

25

お
や
じ
の
癇
癪
　
天
田 

俊
明 

　
同
時
代
社
一
九
九
五

26

随
筆
集
　
ふ
と
聞
え
た
言
葉
　
佐
多 

稲
子 

　
講
談
社
一
九
七
四

27

気
分
に
つ
い
て
　
河
野 

多
恵
子 

　
福
武
書
店
一
九
八
二

28

み
ち
の
く
の
人
形
た
ち
　
深
沢 

七
郎 

　
中
央
公
論
社
一
九
八
一

29

風
の
花
嫁
た
ち
：
古
今
女
性
群
像
　
大
岡 

信 

　
草
月
出
版
一
九
七
五

30

に
ぎ
や
か
な
街
で
　
丸
谷 

才
一 

　
文
藝
春
秋
一
九
六
八

31

洋
燈
の
孤
影
：
漱
石
を
読
む
　
高
橋 

英
夫 

　
幻
戯
書
房
二
〇
〇
六

32

中
原
中
也
の
世
界
　
北
川 

透 

　
紀
伊
國
屋
書
店
一
九
七
八

33

さ
よ
な
ら
巴
里
　
益
田 

義
信 

　
三
修
社
一
九
七
九

34

薔
薇
の
寝
床
　
高
井 

有
一 

　
中
央
公
論
社
一
九
八
五

35
世
界
の
詩
１
　
新
ヘ
ッ
セ
詩
集
　
ヘ
ッ
セ
　
高
橋 

健
二 

訳 

　
彌
生
書
房
一
九
六
三

36
青
春
の
詩
集
／
日
本
篇
⑲
　
金
子
光
晴
詩
集
　
金
子 

光
晴
／
中
島 

可
一
郎 

編 

　
白
凰
社

一
九
六
八

37

中
国
服
の
ブ
レ
ヒ
ト
　
長
谷
川 

四
郎 

　
み
す
ず
書
房
一
九
七
三

38
筑
摩
叢
書
101
　
カ
フ
カ
と
の
対
話
：
手
記
と
追
想
　
Ｇ
・
ヤ
ノ
ー
ホ
　
吉
田 

仙
太
郎 

訳 

　
筑
摩
書
房

一
九
六
七

39
筑
摩
叢
書
114
　
カ
フ
カ
論
　
Ｍ
・
ブ
ラ
ン
シ
ョ
　
粟
津 

則
雄 

訳 

　
筑
摩
書
房

一
九
六
八

40

十
二
階
崩
壊
　
今 

東
光 

　
中
央
公
論
社
一
九
七
八

41

ボ
ー
ヴ
ォ
ワ
ー
ル
と
語
る
：『
第
二
の
性
』
そ
の
後
　
ジ
ョ
ゼ
・

ダ
イ
ヤ
ン
監
督
　
塩
谷 

真
介 

訳 

　
人
文
書
院
一
九
八
七

42
若
き
日
の
カ
フ
カ
　
Ｋ
・
ヴ
ァ
ー
ゲ
ン
バ
ッ
ハ
　
中
野 

孝
次
／
高
辻 

知
義 

訳 

　
竹
内
書
店

一
九
六
九

43

現
代
作
家
論
　
高
橋 

英
夫 

　
講
談
社
一
九
七
九

44

時
間
　
黒
井 

千
次 

　
河
出
書
房
新
社
一
九
六
九

45
ボ
ー
ド
レ
ー
ル
の
生
涯
　
フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
ポ
ル
シ
ェ
　
小
島 

俊
明 

訳 

　
二
見
書
房

一
九
七
五

46

夜
遊
の
袖
　
吉
野 

光 

　
作
品
社
二
〇
〇
六

47

志
賀
島
　
岡
松 

和
夫 

　
文
藝
春
秋
一
九
七
六

48

谷
崎
潤
一
郎
の
文
学
　
伊
藤 

整 

　
中
央
公
論
社
一
九
七
〇

49

透
明
空
間
が
見
え
る
時
　
津
島 

佑
子 

　
青
銅
社
一
九
七
七

↑図書リストサンプル1p.


